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   Ｃ０８Ｊ   5/24     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/28     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/36     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/38     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  83/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ   5/24    ＣＦＨ　
   Ｃ０８Ｋ   3/28    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/36    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   3/38    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  83/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年2月26日(2013.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サブミクロンの窒化ホウ素とシリカと酸化ホウ素を含有する徐々に発生する反応塊中に
おいて形成されるシラノール－シラノール縮合のシリコーン重合体によって特徴付けられ
る、メチルおよびフェニルシルセスキオキサン樹脂を含み、そして前記シリカに対して前
記サブミクロンの窒化ホウ素を１０／６乃至２０／６の重量比で有する樹脂ブレンドから
形成され、前記樹脂ブレンドの複数層を含む、高温耐火性弾性複合材の積層材であって、
　前記積層材の上部層は、前記上部層への加熱又は火炎の適用に対してセラミックの耐火
障壁を形成する外面を有し、
　前記積層材の中間層は、前記上部層外面への加熱又は火炎の適用に対してゴムからセラ
ミックへの変化において柔軟性のあるプレセラミックを形成し、
　前記積層材の下部層は、前記上部層外面への加熱又は火炎の適用に対して未燃焼のエラ
ストマ状態を保持する、前記積層材。
【請求項２】
　前記積層材の外縁部がセラミック化されている、請求項１に記載の高温耐火性弾性複合
材の積層材。
【請求項３】
　前記積層材の少なくとも１つの層が少なくとも１つの繊維強化材を含む、請求項２に記
載の高温耐火性弾性複合材の積層材。
【請求項４】
　前記積層材の少なくとも１つの層が、窒化ホウ素とシリカ粒子のフィラーシステムを含
む、請求項２に記載の高温耐火性弾性複合材の積層材。
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【請求項５】
　前記窒化ホウ素粒子が酸化ホウ素粒子を含む、請求項４に記載の高温耐火性弾性複合材
の積層材。
【請求項６】
　前記積層材が、１２５℃の温度、２００ｐｓｉ（１３７９０００Ｐａ）の圧力で硬化さ
れ、真空プレス成型され、２００℃で後硬化される、請求項１に記載の高温耐火性弾性複
合材の積層材。
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